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Ⅳ主要成果の具体的データ
第１表カンザワハダニの死虫率（２年）（単位：％）

薬剤名「倍：数黒木町
本分
上陽町星野村八女市八女市
久木原中渡瀬忠見岩崎

ジプロム×１０００３２－６５７０２０３５
乳剤×２０００２５５４５５１５２３

トクチオン×１０００
乳剤×２０００

１００９７、８５９０９５
９５85808３80

エンセダン×１０００１００８５１００８７９２
乳剤×２０００１００８０８９７８８５

ボルテージ×７５０８５８９１００８５…１００
水和剤×１５００７０７５８２７２８０

マイトサイ×１０００７４８５７０８０７５
ジンＢ乳剤×２０００６２７２５５７５６３

第２表カンザワハダニの寄生葉率（２年）（単位：％）

区、月日４．１６５．２３６．６６．２５７．５９．１０９．Ｚ６

天敵保識区４．２１３．４２６．５１５．２０．０２．４３．２
合ピレ区４．４１７．５１７．３２３．２０．０４．９７．２
慣行区３．９１９．８１７．５２１．３０．０４．５５．９

第３表ケナガカプリダニの発生率（２年）（単位：％）

時期黒木町上陽町‘八女市八女市
本分 久木原忠見岩崎

一番茶摘採後１５．５１４．６２４‘５５５６０
秋整枝前０．００．００．００．０

注）カンザワハダニ寄生葉に対する発生葉の割合

Ｖ成果の評価と取扱上の留意点
茶園のカンザヮハダニ防除の技術喪料とする。

Ⅵ今後の研究上の問題点
肥培管理や環境変化が天敵類の発生に及ぼす影響

Ⅶ資料名
６２～２年度福岡県農業総合試験場茶業指導所・八女分場試験成績書


